
近
世
細
川
家
に
お
け
る
「
御
書
出
」
の
交
付
に
っ

１

こ
こ
に
言
う
「
御
摺
出
」
と
は
知
行
の
御
暫
出
を
指
し
て
い
る
。
普
通
知
行
宛
行
状
と
か
判
物
と
よ
ば
れ
て
い
る
が
、
細
川
家
で
は
正
式
に

は
御
書
出
と
よ
ん
で
い
る
。
家
臣
の
家
に
伝
え
ら
れ
た
御
宙
出
は
、
藩
士
に
と
っ
て
は
家
格
そ
の
も
の
で
あ
り
、
桐
の
箱
に
収
め
ら
れ
た
御
書

出
は
さ
ら
に
皮
製
の
ケ
ー
ス
に
保
管
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
知
行
の
御
喪
出
は
藩
主
の
交
代
時
に
は
新
し
い
御
醤
出
を
拝
領
す
る
た
め
に
提
出

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
新
し
い
知
行
の
御
瞥
出
に
は
前
の
御
窃
出
交
付
以
後
の
加
増
ま
た
は
減
知
が
密
き
込
ま
れ
る
の
で
は
あ
る
が
、
前

代
の
も
の
を
参
考
に
し
て
作
成
さ
れ
る
。
家
格
を
維
持
す
る
た
め
に
は
前
代
の
御
書
出
を
保
存
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
永
青

文
庫
所
蔵
の
細
川
家
古
文
書
に
は
、
各
時
期
の
「
御
知
行
被
下
置
候
面
々
よ
り
差
出
被
申
候
御
書
出
之
写
井
覚
書
釦
」
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
は

提
出
さ
れ
た
前
代
の
御
書
出
の
す
べ
て
を
記
録
し
た
も
の
で
は
な
く
、
以
後
変
化
し
た
も
の
に
つ
い
て
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
又
「
網
利
公

御
書
出
写
」
以
下
各
代
の
御
書
出
控
は
交
付
さ
れ
た
御
書
出
の
内
書
式
・
文
言
の
同
一
な
も
の
に
つ
い
て
は
知
行
高
と
氏
名
の
承
を
書
き
上
げ

て
文
言
を
省
略
し
、
書
式
・
文
言
の
異
な
る
場
合
を
こ
れ
を
書
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
熊
本
藩
で
は
、
正
徳
三
年
知
行
直
所
務
を
廃
止
し
て
蔵
米
支
給
制
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
御

書
出
は
様
式
も
内
容
も
昔
の
ま
ま
の
も
の
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
単
な
る
便
宜
な
の
か
、
或
い

近
世
細
川
家
に
お
け
る
「
御
脅
出
」
の
交
付
に
つ
い
て
（
松
本
）

は
じ
め
に

松
本
寿
三
郎

い

て



一
百
石
よ
り
下
ハ
拾
疋
但
京
銭
壱
貫
文
弐
拾
目
替
ニ
テ

一
百
石
よ
り
五
百
石
迄
ハ
弐
拾
疋

一
五
百
石
よ
り
千
五
百
石
迄
ハ
五
拾
疋

一
千
五
百
石
よ
り
四
千
五
百
石
迄
ハ
銀
壱
枚

一
四
千
五
百
石
よ
り
壱
万
石
迄
ハ
銀
弐
枚

毛
は
表
現
上
の
こ
と
に
す
ぎ
な
い
の
か
、
御
脅
出
の
も
つ
伝
統
性
に
つ
い
て
検
肘
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
専
ら
知
行
之
御
宙
出
の
発
給
を
め
ぐ
っ
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

細
川
忠
利
の
肥
後
入
国
後
初
め
て
の
御
書
出
は
、
現
存
し
て
い
な
い
が
お
そ
ら
く
寛
永
十
年
七
月
十
二
日
に
松
井
佐
渡
守
に
対
し
て
な
さ
れ

も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
家
老
有
吉
頼
母
助
へ
は
八
月
中
に
、
一
般
の
藩
士
に
つ
い
て
は
第
１
表
に
承
る
よ
う
に
、
九
月
朔
日
に
な
さ
れ
て
る
。

こ
の
た
め
の
準
備
は
入
国
直
後
か
ら
進
め
ら
れ
、
七
月
二
日
に
は
一
門
の
立
允
や
天
（
興
孝
）
の
知
行
割
が
で
き
た
こ
と
を
告
げ
て
お
り
、
七

（
１
）

月
十
五
日
に
は
御
宙
出
の
錐
功
銭
を
徴
収
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
よ
う
。
華
功
銭
覚
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

右
之
こ
と
く
筆
功
銭
、
飯
田
才
兵
衛
方
へ
被
遣
候
間
、
被
得
其
意
、
御
与
中
へ
被
仰
触
、
此
雷
付
之
こ
と
く
、
才
兵
衛
方
へ
被
相
渡
様

可
有
御
沙
汰
侯
、
為
後
日
御
名
之
下
二
御
判
形
候
而
可
給
候
、
以
上

七
月
十
五
日
三
人

こ
う
し
た
作
業
の
結
果
い
よ
い
よ
御
書
出
交
付
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
の
知
行
御
害
出
の
文
面
を
庄
林
隼
人
亜
嘩
例
で
ふ
れ
ば

一
壱
万
石
よ
り
上
ハ
銀
三
枚

御
知
行
御
審
出
華
功
銭
覚

近
世
細
川
家
に
お
け
る
「
御
窃
出
」
の
交
付
に
つ
い
て
（
松
本
）

細
川
忠
利
に
お
け
る
知
行
宛
行
の
形
態



３

「
庄
林
隼
人
正
殿
」

肥
後
国
於
飽
田
・
益
城
両
郡
之
内
六
千
参
百
石
目
録
有
別
紙
事
、
宛
行
之
詑
、
全
可
被
領
知
之
状
、
如
件

寛
永
拾
年
九
月
朔
日
忠
利
（
花
押
）

庄
林
隼
人
正
殿

こ
の
御
喪
出
は
藩
主
忠
利
か
ら
花
押
を
も
っ
て
賜
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
こ
う
し
た
御
書
出
の
様
式
は
す
で
に
先
代
忠
興
の
豊
前
入
国

（
３
）

時
に
承
ら
れ
、
慶
長
六
年
の
松
井
佐
渡
守
・
長
岡
式
部
少
輔
宛
て
の
御
雷
出
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

豊
後
国
以
速
見
郡
内
六
千
三
百
七
拾
九
石
・
同
国
東
郡
内
壱
万
四
千
九
百
八
拾
八
石
余
・
豊
前
国
宇
佐
郡
内
橋
津
村
六
百
弐
拾
六
石
余
合

弐
万
五
千
九
百
九
拾
四
石
余
宛
行
誌
、
永
可
致
知
行
者
也
、
価
状
如
件

慶
長
六
年
十
月
日
越
中
守
忠
輿
（
花
押
）

松
井
佐
渡
守
殿

長
岡
式
部
少
輔
殿

進
之
候

（
４
）

こ
の
知
行
御
窪
出
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
目
録
に
は

豊
後
国
速
見
郡
木
付
城
付

一
九
拾
六
石
九
斗
九
升
三
勺
七
才

次
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
拾
石
九
斗
四
升
五
合
九
勺

（
中
略
）

（
包
紙
）

近
世
細
川
家
に
お
け
る
「
御
窃
出
」
の
交
付
に
つ
い
て
（
松
本
）



４

と
あ
っ
て
、
御
書
出
に
は
花
押
、
目
録
に
は
ロ
ー
マ
字
印
が
用
い
ら
れ
、
使
い
分
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
５
）

た
だ
し
肥
後
で
は
忠
利
は
目
録
は
出
し
て
い
な
い
、
長
岡
佐
渡
守
へ
の
知
行
引
渡
目
録
は
田
中
兵
庫
以
下
御
国
之
惣
奉
行
の
名
で
出
さ
れ
て

い
る
。

長
岡
佐
渡
守
殿
御
拝
領
之
御
知
行
高
三
万
石
分
之
村
々
御
印
三
枚
儲
請
取
申
侯
、
以
上

寛
永
拾
年
七
月
十
二
日
田
中
兵
庫
（
印
）

牧
丞
大
夫

宗
像
清
兵
術

一
六
百
弐
拾
六
石
四
斗
三
升
四
合

右
三
ヶ
所
合
弐
万
五
千
九
百
九
拾
四
石

慶
長
六
年
十
月
日
（
忠
興
ロ
ー
マ

一
九
百
四
拾
八
石
壱
斗
五
升
七
合
六
勺

合
壱
万
四
千
九
百
八
拾
八
石
壱
斗
七
升
八
合

近
世
細
川
家
に
お
け
る
「
御
密
出
」
の
交
付
に
つ
い
て
（
松
本
）

合
六
千
参
百
七
拾
九
石
四
斗
七
升
六
合

（
中
略
）

松
井
佐
渡
守
殿

御
書
出
に
は
花
押
、
目
録
に
は
ロ

豊
前
国
宇
佐
郡
之
内

豊
後
国
国
東
郡
之
内

長
岡
佐
渡
守
殿
御
内

寺
田
兵
左
衛
門
殿

（
忠
興
ロ
ー
マ
字
印
）



都
合
弐
百
石

５

こ
の
目
録
の
ほ
か
に
御
書
出
に
付
随
す
る
書
類
と
し
て
、
３
知
行
所
付
目
録
・
４
知
行
引
渡
差
紙
・
５
配
知
高
人
畜
帳
・
６
田
畑
見
図
帳
写

が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
概
要
を
述
べ
よ
う
。

（
７
）

知
行
所
付
目
録
に
つ
い
て
へ
松
井
氏
へ
の
知
行
所
付
目
録
は
、
「
寛
永
拾
年
七
月
十
一
一
日
玉
名
郡
之
内
長
岡
佐
渡
守
殿
御
知
行
高
目
録
」

近
世
細
川
家
に
お
け
る
「
御
窃
出
」
の
交
付
に
つ
い
て
（
松
本
）

こ
の
目
録
は
村
付
を
別
紙
に
し
た
た
め
か
村
高
が
見
ら
れ
な
い
。
御
国
之
惣
奉
行
か
ら
給
人
（
こ
こ
で
は
松
井
氏
の
代
官
か
）
宛
に
出
さ
れ

て
い
る
。
寛
永
十
年
の
目
録
は
発
見
で
き
な
い
の
で
佐
々
勘
兵
衛
宛
の
目
蹴
謹
示
せ
ば
次
の
様
式
で
あ
る
。

目
録

右
以
目
録
之
通
被
成
下
御
書
出
詑
、
価
如
件

宝
永
二
年
五
月
十
一
日

横
井
佐
左
衛
門

肥
後
国

宝
永
二
年
五
月
十
一
日

佐
々
勘
兵
衛
殿

下
村高
百
弐
拾
石
四
斗
五
升
三
合
七
勺
四
才

飽
田
郡
之
内

八
代
郡
之
内

津
田
村

飛
田
村

高
九
石
八
斗
五
升
五
勺
三
才

高
六
拾
九
石
七
斗
四
升
七
勺
三
才



近
世
細
川
家
に
お
け
る
「
御
宙
出
」
の
交
付
に
つ
い
て
（
松
本
）

木
原
伊
右
衛
門
殿

右
弐
万
四
千
七
百
四
拾
六
石
八
斗
四
升
八
合
弐
勺

一
高
千
百
拾
四
石
三
斗
五
升
壱
勺
七
才

現
高
合
五
千
弐
百
七
拾
五
石
四
斗
弐
升
壱
合
弐
勺

現
高
惣
合
弐
万
四
千
七
百
四
拾
六
石
八
斗
四
升
八
合
弐
勺

右
御
知
行
於
玉
名
郡
之
内
佐
渡
守
江
被
為
拝
領
侯
、
御
知
行
高
別
帯
二
御
印
被
遣
侯
、
其
上
を
以
無
相
違
可
相
渡
也

寛
永
拾
年
七
月
十
一
一
日
田
中
兵
庫
判

宗
像
清
兵
衛
同

牧
丞
大
夫
同

五
シ
八
分
三
朱
四
リ
ン
壱
毛

四
シ
三
朱
七
リ
ン
壱
毛

一
高
百
三
拾
五
石
八
升

五
シ
弐
分
六
リ
ン
二
毛
六
払

一
高
参
百
弐
拾
八
石
弐
斗

６
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

（
中
略
）

小
林
半
右
衛
門
殿

住
江
四
郎
兵
衛
殿

魚
住
杢
之
丞
殿

東
今
村

今
村



7.-

寛
永
拾
年
七
月
十
二
日

小
林
半
左
衛
門
尉

住
江
四
郎
兵
衛

魚
住
杢
丞

木
原
伊
右
衛
門
尉

保
利
与
兵
衛
殿

加
藤
左
兵
衛
殿

加
来
次
郎
兵
衛
殿

遠
島
五
郎
左
衛
門
殿

久
留
市
兵
衛
殿

岡
島
仁
兵
衛
殿

と
あ
る
。
小
林
半
左
衛
門
以
下
は
郡
奉
行
で
あ
り
、
保
利
与
兵
衛
・
加
藤
左
兵
衛
は
代
官
で
あ
る
。
惣
国
之
奉
行
か
ら
郡
奉
行
に
伝
達
さ
れ
た

知
行
は
代
官
の
確
認
を
経
て
給
人
松
井
氏
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
．
松
井
氏
は
合
志
郡
四
千
六
百
五
拾
弐
石
余
と
合
わ
せ
て
弐
万
九

千
参
百
九
拾
九
石
与
を
給
さ
れ
て
お
り
、
合
志
郡
に
つ
い
て
は
別
に
村
付
け
が
あ
り
、
「
右
御
知
行
於
合
志
郡
之
内
佐
渡
守
被
為
拝
領
候
御
知

行
高
別
紙
二
御
印
被
遣
侯
、
其
上
を
以
田
畑
人
畜
無
相
違
加
可
相
渡
也
」
と
し
て
御
国
之
惣
奉
行
か
ら
郡
奉
行
に
伝
達
し
て
い
る
。
吉
村
氏
が

（
８
）

明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
松
井
佐
渡
守
へ
の
所
付
目
録
の
特
色
は
そ
れ
ぞ
れ
の
村
高
（
現
高
）
に
対
す
る
免
率
を
記
す
こ
と
に
よ
っ
て
知
行
高
を

表
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
同
年
七
月
一
四
日
の
御
こ
ほ
様
・
自
徳
院
へ
の
村
付
に
は
次
の
よ
う
に
現
高
と
本
高
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。

近
世
細
川
家
に
お
け
る
「
御
雷
出
」
の
交
付
に
つ
い
て
（
松
本
）

引
渡
シ
可
被
申
所
、
如
件

佐
渡
守
殿
御
拝
領
被
為
候
通
御
奉
行
衆
よ
り
御
判
形
二
而
高
付
こ
の
方
二
取
置
候
間
、
人
馬
共
二
右
之
差
上
候
御
帳
面
二
相
違
無
之
様
一
一



８

近
世
細
川
家
に
お
け
る
「
御
樹
出
」
の
交
付
に
つ
い
て
（
松
本
）

飽
田
郡
・
山
本
郡
之
内
御
知
行
村
付
き
騨

一
高
百
七
拾
石
六
斗
九
升
六
合
飽
田
郡
之
内
東
門
寺
村

一
高
百
六
拾
石
八
斗
八
升
八
合
五
勺
同
御
馬
下
村

一
高
三
百
弐
拾
三
石
九
斗
九
升
五
合
同
孫
代
村

一
高
三
百
拾
五
石
弐
斗
壱
合
同
西
正
保
村

一
高
四
百
五
石
七
斗
三
升
壱
合
同
半
田
今
村

一
高
四
百
弐
拾
五
石
壱
斗
六
合
山
本
郡
之
内
賀
村

一
高
百
七
拾
五
石
六
斗
壱
升
一
合
同
大
塚
村

現
高
合
千
九
百
七
拾
九
石
弐
斗
弐
升
八
合
五
勺

一
高
千
石
御
こ
ほ
様

一
高
千
石
自
徳
院

右
村
付
之
御
印
此
方
二
取
澄
申
侯
、
田
畑
人
畜
無
甲
乙
可
被
引
渡
者
也

寛
永
拾
年
七
月
十
四
日
田
中
兵
庫
（
花
押
）
印

牧
丞
大
夫
（
花
押
）
印

宗
像
清
兵
衛

一
高
千
石

一
高
千
石

本
高
合
弐
千
石小

崎
与
次
兵
衛
殿

神
足
三
郎
左
衛
門
殿

国
遠
道
倫
老



小
林
十
右
衛
門
殿

永
良
彦
大
夫
殿

瀬
戸
五
兵
衛
殿

右
御
奉
行
衆
之
本
書
、
此
方
二
請

寛
永
十
三
年
十
月
十
四
日

９

香
山
与
介
殿

こ
こ
で
は
村
高
が
現
高
で
表
示
さ
れ
、
知
行
高
は
本
高
と
し
て
表
示
さ
れ
て
い
る
。
免
率
も
し
く
は
物
成
を
書
き
上
げ
る
の
で
は
な
く
て
、

知
行
高
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
当
時
の
四
シ
物
成
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
最
初
の
撫
高
で
は
な
か
ろ
う
か
、
こ
の

様
式
と
全
く
同
じ
所
付
が
こ
の
後
一
般
化
し
て
い
く
。

（
旧
）

高
原
茂
兵
衛
へ
被
為
拝
領
御
知
行
所
付
之
目
録

一
、
現
高
百
参
拾
弐
石
九
斗
九
合
宇
土
郡
伊
無
田

一
、
現
高
百
参
拾
弐
石
九
斗
九
合

本
高
百
石

右
者
、
先
知
之
替
二
被
遣
侯
間
、

寛
永
十
三
年
十
月
十
四
日

近
世
細
川
家
に
お
け
る
「
御
宙
出
」
の
交
付
に
つ
い
て
（
松
本
）

松
村
太
兵
衛
殿

此
方
二
請
取
置
候
間
、
田
畠
人
畜
無
甲
乙
可
被
引
渡
所
如
件

四
日
｜

十
右
衛
門
（
花
押
）
印

永
良
彦
大
夫

田
畠
人
畜
無
甲
乙
可
被
引
渡
所
如
件

沖
津
作
大
夫

堀
口
勘
兵
衛
在
判

椋
梨
半
兵
衛
在
判

河
喜
多
五
郎
右
衛
門
在
判



中
路
一
平
上
知
百
五
十
石
、
養
子
中
路
久
八
日
下
置
候
間
、
無
相
違
可
被
引
渡
候
、
尤
久
八
依
願
伝
大
夫
与
改
名
二
而
候
、
以
上

辰
十
二
月
渡
辺
善
左
衛
門
（
花
押
）
印

宮
本
伝
左
衛
門
（
花
押
）
印

奥
田
権
之
允
（
花
押
）
印

白
石
清
兵
衛
（
花
押
）
印

町
孫
大
夫
（
花
押
）
印

下
津
久
馬
（
花
押
）
印

阿
蘇
吉
田
義
兵
衛
殿
印

1０

綾
部
四
郎
助
殿
印

給
知
高
人
畜
帳
給
知
と
し
て
与
え
ら
れ
る
土
地
の
高
と
人
畜
の
帳
で
あ
る
。
細
川
氏
は
肥
後
入
国
直
後
の
寛
永
十
年
一
月
一
一
十
三
日
に
高

人
畜
の
調
登
謬
査
を
命
じ
、
五
月
迄
に
玉
名
郡
・
合
志
郡
・
山
鹿
郡
・
芦
北
郡
の
人
畜
帳
が
完
成
し
て
い
る
。
中
で
も
合
志
郡
で
は
住
吉
村
百

久
富
方
兵
衛
殿

以
後
撫
高
に
よ
る
知
行
宛
行
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
す
で
に
先
行
研
究
の
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

知
行
引
渡
差
紙
家
督
相
続
の
場
合
宝
暦
期
に
世
減
之
規
矩
が
設
け
ら
れ
、
旧
知
は
先
祖
伝
来
の
知
行
を
相
続
で
き
た
が
、
新
知
は
禄
高
に

（
Ⅱ
）

応
じ
て
減
ぜ
ら
れ
る
決
ま
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
相
続
は
差
紙
で
達
せ
ら
れ
た
。

近
世
細
川
家
に
お
け
る
「
御
書
出
」
の
交
付
に
つ
い
て
（
松
本
）

瀬
戸
五
兵
衛

差
紙

山
田
少
兵
衛
殿

森
六
左
衛
門
殿



－１１－

二
各
代
の
御
書
出
交
付

（
四
（
Ⅳ
》
（
胸
）

熊
本
藩
に
お
け
る
御
香
出
の
交
付
の
あ
り
方
は
忠
利
、
光
尚
、
綱
利
の
初
期
三
代
と
四
代
宣
紀
以
後
と
で
は
大
き
な
差
異
が
承
ら
れ
る
．
以

下
に
各
代
の
御
雷
出
に
つ
い
て
必
ず
し
も
交
付
日
が
確
定
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
御
書
出
の
日
付
け
に
よ
っ
て
検
討
し
よ
う
。

ま
ず
初
代
忠
利
の
場
合
に
は
第
１
表
に
見
る
よ
う
に
、
入
国
後
の
寛
永
十
年
九
月
朔
日
に
一
斉
知
行
宛
行
が
な
さ
れ
た
が
、
以
後
毎
年
数
名

に
御
書
出
を
交
付
し
て
い
る
。
忠
利
は
小
倉
三
十
万
石
か
ら
肥
後
五
十
四
万
石
に
転
封
し
て
い
る
の
で
そ
れ
に
見
合
う
家
臣
を
必
要
と
し
て
お

り
、
時
期
を
限
ら
ず
家
臣
の
採
用
が
な
さ
れ
て
も
の
で
あ
ろ
う
。

石
分
．
弐
百
石
分
・
四
百
石
分
・
五
百
石
分
な
ど
の
よ
う
に
あ
き
ら
か
に
給
知
を
単
位
と
し
た
帳
懲
搾
作
成
さ
れ
て
い
る
。

《
Ⅱ
）

給
知
方
田
畑
名
寄
帳
寛
永
十
一
年
閏
七
月
一
一
十
五
日
付
の
「
陣
内
村
田
畑
名
寄
帳
」
は
給
人
福
田
甚
大
夫
の
給
知
を
藤
ェ
門
・
少
介
・
九

兵
へ
の
三
人
の
作
人
ご
と
に
雷
き
上
げ
て
い
る
．
寛
永
地
撫
帳
の
う
ち
十
四
年
の
給
知
地
撫
幌
嘩
承
な
こ
れ
に
あ
た
る
。

第１表細川忠利の御掴出交付
（寛永入国以後）

近
世
細
川
家
に
お
け
る
「
御
密
出
」
の
交
付
に
つ
い
て
（
松
本
）

寛永10.7.12

７．１４

９.朔

１１．１１．２１

12.12

１２．１．７

１.晦

１３．７．６

１４．１．１８

３．１５

７．１８

１１．３

１５．８.朔

８．１５

１６．２．１９

閏1１．３

１７．６．１３

７．１０

１８．１．２０

1通

１

弧
１
１
２
１
４
１
１
１
１
２
１
１
１
１
１
１



第２表細川光貞御番出

－１２－

三
代
綱
利
の
場
合
、
慶
安
二
年
十
二
月
父
光
尚
が
病
死
し
た
た
め
、
翌
三
年
四
月
十
八
日
七
才
で
藩
主
の
地
位
に
つ
い
た
が
、
十
九
才
に
な

る
ま
で
幕
府
目
付
・
小
倉
城
主
小
笠
原
忠
真
の
監
督
の
も
と
家
老
ら
が
政
務
を
担
当
し
た
の
で
、
こ
の
間
は
藩
主
と
し
て
は
機
能
し
て
は
い
な

い
。
藩
主
の
最
大
の
職
務
で
あ
る
知
行
宛
行
も
実
質
的
に
は
行
っ
て
い
な
い
。
綱
利
の
御
代
始
め
の
御
番
出
交
付
は
寛
文
元
年
八
月
五
日
付
け

で
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
後
網
利
の
御
雷
出
は
前
代
同
様
家
臣
の
採
用
の
都
度
出
さ
れ
て
い
る
。
網
利
は
延
宝
八
年
知
行
地
の
直
所
務
を
廃
止

（
胴
）

（
釦
）

し
て
蔵
米
支
給
と
し
た
が
、
領
知
返
却
の
時
は
本
知
割
り
替
え
・
下
免
の
知
行
に
つ
い
て
割
り
替
え
を
約
束
し
て
い
た
。
天
和
三
年
十
一
一
月
一
一

十
七
日
の
御
醤
出
は
こ
の
約
束
を
実
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
綱
利
代
に
も
前
代
同
様
に
時
を
限
ら
ず
御
宙
出
の
交
付
が
な
さ
れ
て
い
る
。

二
代
光
尚
代
に
は
寛
永
十
八
年
八
月
朔
日
の
御
代
始
め
の
御
轡
出
の
ほ
か
、
正
保
二
年
八
月
七
日
に
は
長
崎
出
兵
の
賛
と
し
て
知
行
宛
行
が

な
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
に
は
各
年
に
分
布
し
て
お
り
、
前
代
同
様
に
採
用
の
都
度
御
露
出
の
交
付
が
な
さ
れ
て
い
る
。

近
世
細
川
家
に
お
け
る
「
御
窃
出
」
の
交
付
に
つ
い
て
（
松
本
）

寛永１８．８.朔

8.23

31(郡まで）

12(村まで）

１

以下光尚

朔
茄
皿
７
朔
４
朔
７
咽
調
加
溺
朔
晦

●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●

９
１
２
３
７
７
９
８
９
０
２
８
２
２

１
１

１
１

●
●
●
●
●

０
１
２
４
２

２
２

保
安
正
慶

１
２
１
２
１
１
１
咽
１
２
１
１
１
１



－１３－

第３表細川綱利の御掴出交付

近
世
細
川
家
に
お
け
る
「
御
宙
出
」
の
交
付
に
つ
い
て
（
松
本
）

9.25

1.12.23

2.1.28

２．１５

２．－

６．２１

12.21

3.-.－

２．１６

３．２７

６．５

10.25

１２．２７

４．３．２

3.11

1.5.15

５．２３

８．１４

２．７．７

８．１９

９．１２

９．２１

３．２．１９

３．１９

３．２３

閏3.7

閏3.27

８．３

８．１８

４．１．１９

８．９

８．２７

10.29

12.28

天和

貞享

１
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
226

１

９

３

４

１

１

１

１２

５

１

１３

１

１

３

２

１

１

２

１

１

２

12.29

１．２５

２．期

２．２

２．４

２．６

１１．２３

１．１６

３．１２

３．１９

４．１８

５．９

6.16

10.7

10.23

12.27

１．２１

２．５

２．７

２．２３

３．６

６．２７

９．５

１０．６

１．３

６．２９

７.閲

７．２５

８．９

9.4

10.28

10.29

５．１８

６．９

０
０
０
０
●
●

５

１
２

３

４

５

禄
一

元

５

２

４

２

１

１

１５

１

１

２

１

１

１

２

２

５

２

１

１

１

２

１

１

３

１

１

５

１

２

１

２

１

１

２

7.25

12.27

5.10

７．１８

９．６

９．７

１１．５

１２．２７

１．２２

１.晦

2.25

12.25

12.27

２．６

7.27

10.13

11.29

12.19

12.27

12.2９

２．９

１１．１３

６１３

１．１１

２．２４

６．１８

１．２５

１．２５

５．１１

５．３０

1.11

２．２３

７．２３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
申

６

９

1０

１１

１２

１３

１４

１５

１７

２

５

６

宝永

１
１
１
９
１
１
２
３
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１
１
１
１
２
１
１
２
１
１
１
１
躯
１
１
２

慶安4.10.18

承応3.10.25

寛文１．８．５

４．６．５

５．８.朔

６．８．５

８．１５

７．８．１５

９．８．５

１０．６．５

11.9.10

12.5

12.22

１２．２．２１

閏6.3

延宝3.10.15

４．１.晦

５．２．２５

６．２１

10.19

11.10

12.5

１２．７

６．４．１５

４．１６

５．１２

５．２５

８．５

７．２．７

２．１０

５．４

８．１０．９

９．３．２４

６．１９

１
１
弱
１
４
１
３
１
２
２
１
２
１
１
２
２
１
１
１
１
７
４
１
２
１
１
１
３
１
３
２
１
１
１



荒
瀬
軍
次
と
の
へ

肥
後
国
於
山
鹿
郡
之
内
宗
方
村
・
合
志
郡
之
内
小
原
村
八
拾
石
目
録
在
別
紙
事
、
兄
成
瀬
角
大
夫
依
願
為
分
知
、
享
保
二
十
年
三
月
廿
三
日

1４

宣
紀
代
以
後
は
第
４
表
に
見
る
よ
う
に
家
臣
一
統
へ
の
御
付

書
出
交
付
が
定
式
化
し
た
。
交出雷御

（
別
）

宣
紀
の
御
代
始
め
の
御
書
出
は
正
徳
六
年
一
一
月
十
八
日
付
や

け
で
あ
る
。
実
は
宣
紀
は
正
徳
二
年
七
月
に
藩
主
に
就
任
し
各

て
い
る
が
、
翌
正
徳
三
年
六
月
に
は
家
中
直
所
務
を
廃
止
し
犠

蔵
米
渡
し
と
し
て
い
る
。
前
藩
主
綱
利
は
正
徳
四
年
十
一
月
第

（
麓
）

に
死
去
し
て
い
る
が
、
宣
紀
が
御
書
出
を
交
付
す
る
の
は
そ
の
後

出
て
い
る
の
で
、
交
付
は
そ
の
前
に
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ

翌
享
保
二
年
一
○
月
六
日
か
ら
交
付
さ
れ
て
い
る
。

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
Ｌ

日
付
に
な
っ
て
い
る
。

享
保
二
年
の
宣
紀
の
御
喪
出
に
は
、
正
徳
二
年
以
後
の
日
付
を
も
つ
御
香
出
が
六
六
通
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
享
保
八
年
十
月
十
三
日
に

は
享
保
二
年
以
後
に
新
知
・
家
督
相
続
の
者
七
○
人
へ
御
書
出
交
付
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
ま
で
は
新
知
・
加
増
の
都
度
御
窪
出
が
書
き
改

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
ま
と
め
て
交
付
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
重
賢
の
場
合
御
代
始
め
の
御
窃
出
は
す
べ
て
寛
延
元
年
九
月
朔

状
如
件

肥
後
国
於
菊
池
郡
之
内
木
野
本
分
村
弐
百
石
目
録
在
別
紙
事
、
本
知
之
内
右
之
高
辻
延
享
三
年
十
二
月
十
八
日
宛
行
之
詑
、
全
可
領
知
之

近
世
細
川
家
に
お
け
る
「
御
宿
出
」
の
交
付
に
つ
い
て
（
松
本
）

寛
延
元
年
九
月
朔
日
重
賢

宣
紀
が
御
書
出
を
交
付
す
る
の
は
そ
の
後
で
あ
る
。
正
徳
六
年
閏
二
月
二
十
八
日
宣
紀
は
熊
本
を
発
っ
て
参
勤
交
代
に

は
そ
の
前
に
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
と
き
は
着
座
・
御
者
頭
・
同
列
ま
で
に
交
仇
謬
れ
た
。
残
り
の
も
の
に
は
、

細川宣紀

正徳２．７．２５

６．２．１８

享保8.10.13

１

710

7０

宗孝

享保17.12.7

19.11.朔

１

1066

重賢

寛延１．９.朔

明和６．２.朔

1014

6７

治年

天明６．９.朔 938

斉弦

天明８．９．１８ 998

斉樹

文化９．９．１８ 210

斉護

文政９．９．１８

弘化４．２.朔

978

162

慶順

万延２．３.朔 1007



宛
行
之
詑
、
全
可
領
知
之
状
、

寛
延
元
年
九
月
朔
日
重
賢

－１５－

こ
う
し
て
調
査
が
進
め
ら
れ
明
型
ハ
年
一
一
月
の
御
書
出
交
付
と
な
っ
た
の
で
あ
る
．

成
瀬
四
郎
兵
衛
と
の
へ

荒
瀬
軍
次
は
延
享
三
年
に
二
百
石
を
宛
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
時
に
御
書
出
は
も
ら
っ
て
い
な
い
、
同
様
に
成
瀬
四
郎
兵
衛
も
ま
た
享
保
の
分
知

宛
行
を
こ
の
と
き
御
窃
出
で
確
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
重
賢
の
明
和
六
年
二
月
朔
日
の
御
雷
出
も
寛
延
元
年
以
後
の
宛
行
を
確
認
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
の
要
領
は
次
の
ご
と
き
も
の
で
あ
っ
た
。

一
寛
延
元
年
一
統
二
御
雷
出
被
為
頂
戴
侯
節
、
跡
目
幼
少
且
又
其
後
新
知
・
御
加
増
井
減
知
等
被
仰
付
候
面
々
江
来
丑
春
御
発
想
迄
之
内

御
書
出
可
被
為
頂
戴
旨
被
仰
出
侯
間
、
御
郡
方
御
奉
行
江
被
申
談
可
被
取
計
旨
、
尤
御
右
筆
頭
中
江
茂
被
達
侯
様
二
御
奉
行
所
よ
り
御
書

方
御
用
懸
之
御
用
人
益
田
弥
一
右
衛
門
・
溝
口
三
伍
江
明
和
五
年
七
月
二
日
申
来
候

一
右
付
而
之
御
用
懸
り
左
之
通
同
年
八
月
五
日
被
仰
付
侯
事

御
右
筆
頭
牧
柴
弥
次
郎

御
右
筆
永
島
仁
右
衛
門

寺
生
嘉
九
次

松
本
幸
之
進

一
新
知
・
御
加
増
・
減
知
等
被
仰
付
侯
面
々
之
郡
村
高
附
等
之
帳
向
且
御
書
出
写
等
十
月
五
日
よ
り
追
々
御
郡
方
御
奉
行
よ
り
御
右
筆
頭

中
江
差
越
被
旨
侯
事

近
世
細
川
家
に
お
け
る
「
御
書
出
」
の
交
付
に
つ
い
て
（
松
本
）

三
御
書
出
交
付
の
要
領

如
件



1６

三
）
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ば
ら
く
中
入
り
の
休
憩
と
な
る
。

四
）
休
憩
の
後
引
き
続
き
中
柱
之
間
に
お
い
て
鉄
砲
二
十
挺
頭
以
下
御
者
頭
列
ま
で
、
左
右
二
列
で
頂
戴
す
る
。
こ
の
と
き
右
錐
頭
は
頂
戴

す
る
の
で
、
請
込
の
右
筆
で
あ
る
三
苫
惣
左
衛
門
・
中
島
作
大
夫
が
勤
め
る
。

五
）
右
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
再
び
鹿
之
間
に
場
を
移
し
、
御
家
老
脇
・
御
用
人
・
着
座
ま
で
が
頂
戴
す
る
が
、
こ
の
と
き
は
請
込
の
御
用

人
・
御
右
筆
頭
は
参
加
し
な
い
。
御
家
老
脇
の
分
二
通
は
一
つ
の
三
方
に
載
せ
て
有
吉
大
蔵
の
傍
ら
に
御
小
姓
役
が
持
ち
出
す
。

六
）
続
い
て
部
屋
方
・
御
次
方
御
者
頭
列
よ
り
御
小
姓
役
・
御
医
師
・
新
組
御
知
行
取
ま
で
残
ら
ず
頂
域
す
る
が
、
今
度
は
有
吉
大
蔵
と
請

け
込
承
の
御
用
人
額
田
和
多
理
は
歌
仙
之
間
の
敷
居
際
に
座
着
す
る
。
御
智
出
は
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
台
に
城
せ
、
用
人
が
家
老

近
世
細
川
家
に
お
け
る
「
御
番
出
」
の
交
付
に
つ
い
て
（
松
本
）

藩
士
一
統
へ
の
御
雷
出
頂
戴
式
の
要
領
は
「
重
賢
公
御
簡
出
捜
堅
に
よ
れ
ば
正
徳
六
年
の
宣
紀
代
の
御
書
出
頂
戴
式
以
降
固
定
化
し
た
も
の

と
ふ
ら
れ
る
。
た
だ
し
宣
紀
代
の
様
式
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
、
享
保
十
九
年
宗
孝
公
御
代
始
め
の
御
書
出
頂
戴
に
よ
っ
て
見
る
こ
と
に
し

よ
う
。
準
備
さ
れ
る
も
の
は
享
保
十
九
年
’
十
一
月
朔
日
付
の
御
脅
出
で
あ
る
が
、
一
門
・
家
老
の
分
は
越
前
檀
紙
、
御
備
頭
以
下
は
大
長
奉
書

紙
、
寺
社
寄
進
状
は
檀
紙
を
用
い
る
。
式
の
進
行
は
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
た
頂
戴
人
次
第
に
従
っ
て
な
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
は
享
保
十
九
年

十
一
月
二
十
八
日
御
花
畑
の
邸
に
朝
五
ッ
時
集
合
、

一
）
ま
ず
股
初
の
御
一
門
・
御
家
老
の
場
合
は
鹿
之
間
で
行
わ
れ
る
。
長
岡
内
膳
長
岡
図
瞥
清
水
靭
負
長
岡
帯
刀
長
岡
丹
波
有

吉
大
蔵
松
井
求
馬
小
笠
原
備
前
沢
村
衛
士
長
岡
冬
山
有
吉
大
膳
の
順
に
一
人
づ
つ
頂
戴
す
る
。
取
り
次
ぎ
は
御
用
人
で
あ
る
。

御
備
頭
・
御
城
代
へ
の
交
付
も
鹿
之
間
で
行
わ
れ
、
そ
の
分
は
一
台
に
職
せ
て
家
老
衆
の
前
置
い
た
も
の
を
一
通
づ
つ
渡
さ
れ
る
。
御
右
筆

頭
が
立
ち
会
う
。

二
）
次
か
ら
は
《

が
座
り
、
御
書
加

戴
す
る
。
御
右
埜

次
か
ら
は
式
場
が
中
柱
之
間
に
変
わ
る
、
御
着
座
か
ら
御
鉄
砲
三
十
挺
頭
ま
で
が
頂
戴
す
る
。
上
段
に
藩
主
、
左
右
に
御
家
老
・
用
人

◆

り
、
御
書
出
は
十
枚
城
り
の
塗
台
二
積
承
、
御
小
姓
が
持
ち
出
し
御
右
筆
頭
の
脇
に
置
く
、
左
右
二
列
に
な
り
次
第
に
し
た
が
っ
て
頂

御
右
筆
頭
両
人
が
加
わ
る
。



近
世
細
川
家
に
お
け
る
「
御
宙
出
」
の
交
付
に
つ
い
て
（
松
本
）

－１７－

右
五
人
御
奉
行
所
触
に
て
御
留
守
居
組
之
次
座
之
由
、
木
村
安
右
衛
門
か
と
は
最
初
御
番
方
と
被
仰
付
、
右
五
人
よ
り
ハ
又
を
宜
方
故
、

と
の
文
字
等
組
付
同
前
二
出
来
仕
候
、
右
五
人
は
御
奉
行
所
触
と
被
仰
付
新
知
一
一
て
間
も
無
之
、
労
組
付
ノ
御
あ
い
し
ら
い
ヨ
リ
ハ
軽
方

一
一
出
来
可
仕
と
其
趣
書
付
伺
有
之
候
処
二
被
及
御
讃
談
右
之
通
出
来
之
事

こ
の
日
御
侍
中
の
御
書
出
頂
戴
は
す
べ
て
終
わ
っ
た
。

十
）
七
日
は
九
時
の
揃
い
で
両
御
寺
以
下
寺
社
の
御
寄
付
状
頂
戴
が
あ
っ
た
が
省
略
す
る
．
そ
の
あ
と
田
浦
助
兵
衛
・
水
俣
市
郎
右
衛
門
・

北
里
善
左
衛
門
の
三
人
の
惣
庄
星
錘
頂
戴
し
た
が
、
彼
ら
へ
の
御
露
出
は
折
紙
で
文
言
も
異
な
り
様
式
も
異
な
っ
て
い
た
。

為
扶
助
於
肥
後
国
芦
北
郡
之
内
百
五
拾
石
如
先
規
遣
之
詑
、
全
可
知
行
者
也

九
）
〈

あ
る
。

の
前
に
直
し
名
前
を
披
露
し
、
次
第
の
通
り
家
老
が
渡
す
。
名
前
の
披
露
は
用
人
が
代
わ
る
代
わ
る
勤
め
る
．

七
）
そ
の
あ
と
し
ば
ら
く
間
を
お
い
て
清
水
敬
負
殿
は
一
人
頂
蹴
譲
る
。

八
）
二
度
目
の
御
書
出
頂
戴
は
享
保
二
十
年
一
一
一
月
六
日
・
七
日
の
両
日
御
花
畑
邸
で
行
わ
れ
た
。
六
日
は
朝
五
時
の
揃
い
で
、
中
柱
之
間
で

あ
る
．
お
宙
出
は
左
右
一
一
つ
に
分
け
・
十
枚
城
り
の
塗
台
二
積
歌
御
小
姓
が
持
ち
出
し
て
御
右
華
頭
の
脇
に
置
く
、
左
は
家
老
有
吉
大
蔵
・

用
人
額
田
和
多
理
、
右
に
家
老
小
笠
原
備
前
・
用
人
長
谷
川
久
兵
衛
が
座
し
、
藩
主
臨
席
の
う
え
頂
戴
人
次
第
の
通
り
、
御
郡
奉
行
・
御
小

姓
組
・
右
錐
二
人
・
御
番
方
・
御
留
守
居
組
・
八
代
御
城
付
・
佐
敷
御
番
・
鶴
崎
詰
の
順
で
家
老
衆
か
ら
頂
戴
し
た
。
こ
の
う
ち
八
代
・
佐

敬
・
鶴
崎
詰
の
面
々
は
半
数
が
出
府
し
て
頂
戴
し
、
残
り
は
名
代
が
頂
戴
し
た
．

九
）
御
留
守
居
組
の
中
に
は
寸
志
知
行
風
癖
い
る
が
、
前
代
の
木
村
安
右
衛
門
と
は
処
遇
が
違
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
注
記
が

享
保
十
九
年

十
一
月
朔
日

蕊
田
浦
助
兵
衛
へ

シ



1８

斉
妓
公
天
明
八
年
九
月
十
八
日

斉
樹
公
文
化
九
年
九
月
十
八
日

で
あ
る
の
で
、
今
回
も
九
月
十
八
日
と
決
し
た
。
な
お
御
書
出
日
付
以
後
の
家
督
相
続
人
へ
の
交
付
は
十
一
月
二
十
五
日
と
さ
れ
た
。

次
に
御
書
出
交
付
の
日
程
は
、
十
二
月
朔
日
・
三
日
・
五
日
・
七
日
に
決
ま
り
、
一
日
に
は
一
門
・
者
頭
・
同
列
ま
で
御
次
は
大
目
付
以
下

知
行
取
全
員
が
交
付
を
う
け
る
。
三
日
は
五
シ
半
揃
い
で
御
郡
代
以
下
御
番
方
八
組
ま
で
、
五
日
は
御
番
方
九
番
組
か
ら
御
留
守
居
知
行
取
ま

で
、
七
日
は
妙
解
寺
・
神
謹
寺
を
寺
社
へ
の
交
付
が
決
め
ら
れ
た
。

た
だ
ち
に
組
頭
を
通
じ
て
家
中
士
に
前
代
の
御
密
出
の
写
し
の
提
出
を
も
と
め
、
右
筆
ら
が
文
案
に
従
っ
て
蜜
き
あ
げ
た
。
十
月
中
に
は
で

き
あ
が
り
、
十
一
月
朔
日
御
判
以
前
に
、
御
一
門
衆
を
は
じ
め
大
頭
同
列
以
上
、
新
知
・
御
加
増
・
減
知
、
御
文
言
替
り
の
御
書
出
お
よ
び
寺

社
へ
の
寄
進
状
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
に
つ
い
て
二
・
三
通
ず
つ
合
計
五
八
通
を
、
大
目
付
朽
木
内
匠
・
長
岡
治
郎
ら
が
中
柱
の
間
で
見
分
し

十
一
）
大
阪
詰
御
留
守
居
下
河
辺
十
兵
衛
へ
の
御
蜜
出
は
参
勤
の
途
中
大
阪
で
閏
三
月
二
十
日
朝
飯
後
藩
主
の
御
前
に
お
い
て
用
人
額
田
和

多
理
・
右
華
頭
太
田
茂
右
衛
門
列
席
の
上
で
津
川
平
左
衛
門
か
ら
渡
さ
れ
た
。
同
じ
く
京
都
詰
の
面
々
へ
は
伏
見
に
お
い
て
、
同
二
十
二
日

朝
飯
後
御
前
に
お
い
て
頂
戴
、
築
山
兵
庫
・
兵
馬
に
も
伏
見
の
御
次
で
渡
さ
れ
た
。

／

十
一
一
）
江
戸
定
詰
め
の
面
々
へ
は
四
月
一
一
十
七
日
朝
五
つ
時
の
揃
い
で
頂
戴
し
た
。
ま
ず
御
次
に
お
い
て
小
笠
原
多
宮
と
一
一
一
野
政
右
衛
門
が

頂
戴
し
、
次
い
で
御
長
座
敷
の
間
に
お
い
て
藩
主
臨
席
の
元
に
額
田
和
多
理
・
太
田
茂
右
衛
門
も
出
席
し
て
多
宮
か
ら
頂
戴
人
次
第
に
し
た

が
っ
て
渡
さ
れ
、
そ
の
後
御
次
で
御
次
方
御
者
頭
を
始
め
組
付
ま
で
残
ら
ず
頂
戴
し
た
。
こ
こ
に
は
茂
右
衛
門
は
出
席
し
な
か
っ
た
。

御
書
出
の
交
付
に
至
る
過
程
を
文
政
九
年
九
月
の
「
斉
護
公
御
書
出
控
」
に
よ
っ
て
承
る
と
、
九
月
に
ま
ず
御
書
出
の
日
付
は

人
と
も
書
判
の
御
書
出
と
し
た
と
い
う
。

近
世
細
川
家
に
お
け
る
「
御
宙
出
」
の
交
付
に
つ
い
て
（
松
本
）

前
例
と
し
て
は
綱
利
代
に
は
書
判
（
花
押
）
の
御
書
出
、
宣
紀
代
に
は
御
印
の
御
書
出
で
あ
っ
た
が
、
水
俣
市
郎
有
衛
門
の
願
に
よ
り
、
三

治
年
公
天
明
六
年
九
月
朔
日



（
９
）
「
松
井
家
文
書
」

（
Ⅲ
）
『
照
本
県
史
料
｛

（
、
）
「
中
路
家
文
書
」

（
吃
）
「
御
郡
方
文
密
」

1９

熊
本
藩
に
お
い
て
は
知
行
宛
行
の
御
害
出
交
付
は
初
代
の
忠
利
以
来
幕
末
の
慶
順
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
交
付
の
要
領
を
見
る
と
三
代
綱

利
迄
は
知
行
宛
行
の
都
度
出
さ
れ
て
い
る
が
、
四
代
宣
紀
以
後
に
は
藩
主
交
代
の
御
代
始
め
の
交
付
と
な
り
、
さ
ら
に
重
賢
以
後
に
は
御
書
出

の
作
成
自
体
が
知
行
宛
行
の
日
で
な
く
、
御
代
始
め
と
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
時
期
を
お
い
て
な
さ
れ
、
一
斉
に
交
付
さ
れ
る
事
が
確
認
で
き
た
。

そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
地
方
知
行
制
の
廃
止
と
関
連
す
る
如
く
で
あ
る
。
地
方
知
行
制
は
綱
利
の
延
宝
年
間
か
ら
動
揺
し
て
い
る
が
、
宣
紀
の
就
任

と
同
時
に
廃
止
さ
れ
、
蔵
米
支
給
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
後
の
知
行
制
は
現
実
味
を
失
な
い
家
格
を
示
す
数
字
と
化
し
た
感
が

あ
る
が
、
御
書
出
交
付
も
ま
た
は
新
知
・
加
増
知
・
減
知
な
ど
知
行
宛
行
の
日
付
・
知
行
の
変
化
と
も
か
か
わ
り
な
く
、
ま
た
家
督
相
続
と

い
っ
た
藩
主
と
家
臣
の
主
従
関
係
と
も
関
係
の
な
い
、
藩
主
交
代
に
際
し
て
の
御
代
始
め
の
儀
式
と
化
し
た
の
で
あ
る
。

て
間
違
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
翌
二
日
に
は
お
な
じ
中
柱
の
間
で
御
用
人
・
御
近
習
・
御
目
付
立
ち
会
い
の
う
え
で
御
判
の
押
印
が
あ
り
、

御
書
出
は
完
成
し
た
。
取
り
掛
か
っ
て
か
ら
約
一
月
の
作
業
で
あ
っ
た
．

注
（
１
）
『
綿
考
斡
録
』
｛

（
２
）
『
照
本
県
史
料

（
３
）
（
４
）
（
５
）
家

（
６
）
「
網
利
公
御
宿
、

（
７
）
「
松
井
家
文
書
」

（
８
）
吉
村
豊
雄
『
近
世
の
知
行
制
と
給
人
財
政
に
関
す
る
研
究
』

胆
）
「
御
郡
方
文
密
」
永
青
文
庫
蔵

近
世
細
川
家
に
お
け
る
「
御
宙
出
」
の
交
付
に
つ
い
て
（
松
本
）

『
照
本
県
史
料
中
世
縄
』
三
’
二
三

『
綿
考
斡
録
』
忠
利
公
寛
永
十
年
七
月
十
五
日
の
項

『
照
本
県
史
料
中
世
縞
』
五
’
四
二
七

（
４
）
（
５
）
「
松
井
家
文
宙
」

「
網
利
公
御
宿
出
写
」
永
腎
文
庫
蔵

お
わ
り
に



近
世
細
川
家
に
お
け
る
「
御
脅
出
」
の
交
付
に
つ
い
て
（
松
本
）

2０

（
調
）
「
宣
紀
公
御
代
始
御
宙
出
拍
」
享
保
二
年
十
二
月
六
日
の
項
に
は
、
若
座
・
御
者
頭
・
井
同
列
迄
は
去
春
被
為
頂
戴
候
、
と
あ
る
．

（
型
）
「
重
賢
公
御
密
出
釦
」
永
青
文
庫
蔵

（
溺
）
清
水
靭
負
は
当
日
の
三
番
目
に
交
付
さ
れ
る
べ
き
地
位
に
あ
っ
た
が
、
所
用
の
為
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
で
こ
こ
で
臨
時
に
交
付
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

（
妬
）
寸
志
知
行
取
の
初
見
宝
永
五
年
の
木
村
安
右
衛
門
七
百
石
で
あ
る
が
、
こ
の
と
き
は
番
士
に
取
り
立
て
ら
れ
て
い
る
。

（
”
）
御
惣
庄
屋
篭
頭
の
三
人
だ
け
は
幕
末
ま
で
御
宙
出
を
頂
戴
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
五
○
人
程
の
惣
庄
屋
も
二
○
石
か
ら
三
○
石
の
知
行
は
給
付
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
こ
こ
で
い
う
「
御
書
出
」
は
交
付
さ
れ
な
か
っ
た
。

２５２４２３２２２１２０
、.〃、ジ、画〃、画夕、画夕、ジ

グヘグ宮、’画、〃画、グ角、グー、

濯萱頚澗

蕊蕊蕊
当驚岱曾歯運

（
過
）
大
日
本
近
世
史
料
一

（
皿
）
『
城
南
町
史
』
一
○
（

（
晦
）
熊
本
県
立
図
書
館
蔵

（
蝿
）
（
Ⅳ
）
諸
家
文
書
に
』

（
皿
）
「
網
利
公
御
書
出
写
」

（
岨
）
松
本
「
肥
後
細
川
領

松
本
「
肥
後
細
川
領
の

（
「
玉
高
研
究
紀
要
」
４
）

熊
本
県
立
図
書
館
蔵
『
熊
本
県
検
地
諸
帳
目
録
』

（
Ⅳ
）
諸
家
文
書
に
よ
り
作
成

大
日
本
近
世
史
料
『
肥
後
藩
人
畜
帳
２
』

『
城
南
町
史
』
一
○
○
一
頁

「
御
花
畑
奉
行
所
日
帳
」
永
青
文
庫
蔵

「
宣
紀
公
御
代
始
御
宙
出
如
」
永
腎
文
庫
蔵

〃
擬
制
的
”
知
行
制
」
（
「
法
文
齢
叢
」
調
）
、
松
下
宏
則
二
七
世
紀
末
～
一
八
世
紀
初
頭
に
お
け
る
給
人
財
政
の
展
開
」
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